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１ 【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

2025年６月26日に提出いたしました金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19

条第２項第３号及び第８号の２の規定に基づき提出した臨時報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これ

を訂正するため臨時報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 
　

２ 【訂正事項】

２ 報告内容

１．子会社取得の決定(企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第８号の２に基づく報告内容)

（1） 取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内

容

 （4） 取得対象子会社に関する子会社取得の目的

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。
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１【提出理由】

当社は、2025年６月26日開催の取締役会において、株式会社ジャパンブルーの株式の80％を取得し、子会社化す

ることを決議いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条

第２項第３号及び第８号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

 
（訂正前）

（1） 取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社ジャパンブルー

本店の所在地 岡山県倉敷市児島味野4047番地8

代表者の氏名
代表取締役会長兼CEO 刈田 直

代表取締役社長兼COO 鈴木 完尚

資本金の額 30百万円

純資産の額 1,356百万円（2024年8月末時点)

総資産の額 3,489百万円（2024年8月末時点)

事業の内容
ジーンズその他デニム製品の企画・製造・販売事業（アパレルブラン
ド事業）及びテキスタイル製造・販売事業（テキスタイルブランド事
業）

 

 
 
（4） 取得対象子会社に関する子会社取得の目的

当社は2024年５月20日公表の中期経営計画「革新と進化」において、中長期的な企業価値向上に向けた施策と

してM&Aによる非連続的な成長の実現を掲げ、当社グループの事業・機能を補完し、企業価値向上に資するM&Aの

検討を行ってまいりました。

株式会社ジャパンブルーは、デニムを地場産業とする岡山県倉敷市児島地区を拠点とし、「MOMOTARO JEANS」

や「JAPAN BLUE JEANS」などのジーンズその他デニム製品の企画・製造・販売を行なうアパレルブランド事業と

テキスタイルの製造・販売を行なうテキスタイルブランド事業を展開しており、同地区において独自のポジショ

ンを築くことによって高い競争優位性を有し、今後も対象市場の拡大を背景に安定的な成長が、両社合意のも

と、今回の取得に至りました。

特にアパレルブランド事業の「MOMOTARO JEANS」は、高品質な国産ジーンズブランドとしてのブランド価値を

確立しており、国内のみならず海外での知名度も高く、近年の訪日観光客の増加を追い風に売上高を拡大させて

おります。

また、テキスタイルブランド事業においては、国内外のアパレルブランド各社に対して付加価値の高いデニム

生地を提供しており、安定的な収益を創出しております。

株式会社ジャパンブルーの事業領域は当社の事業・機能を補完するものであり、当社グループが日本国外に有

するテキスタイル販売網の活用や、当社のアパレルブランドとのコラボレーション企画などによってシナジー効

果が創出されることを見込んでおります。

ものづくりに強いこだわりを持ち"本物”のデニムを志向する株式会社ジャパンブルーの企業文化と当社グ

ループの「お客様第一」「品質本位」という経営理念は高い親和性を有しており、本株式取得によって当社グ

ループ全体の企業価値向上と両社のさらなる発展が実現可能であると考えおります。
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（訂正後）

（1） 取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

商号 株式会社ジャパンブルー

本店の所在地 岡山県倉敷市児島味野4047番地8

代表者の氏名
代表取締役会長兼CEO 刈田 直尚

代表取締役社長兼COO 鈴木 完尚

資本金の額 30百万円

純資産の額 1,356百万円（2024年8月末時点)

総資産の額 3,489百万円（2024年8月末時点)

事業の内容
ジーンズその他デニム製品の企画・製造・販売事業（アパレルブラン
ド事業）及びテキスタイル製造・販売事業（テキスタイルブランド事
業）

 

 
（4） 取得対象子会社に関する子会社取得の目的

当社は2024年５月20日公表の中期経営計画「革新と進化」において、中長期的な企業価値向上に向けた施策と

してM&Aによる非連続的な成長の実現を掲げ、当社グループの事業・機能を補完し、企業価値向上に資するM&Aの

検討を行ってまいりました。

株式会社ジャパンブルーは、デニムを地場産業とする岡山県倉敷市児島地区を拠点とし、「MOMOTARO JEANS」

や「JAPAN BLUE JEANS」などのジーンズその他デニム製品の企画・製造・販売を行なうアパレルブランド事業と

テキスタイルの製造・販売を行なうテキスタイルブランド事業を展開しており、同地区において独自のポジショ

ンを築くことによって高い競争優位性を有し、今後も対象市場の拡大を背景に安定的な成長が見込まれておりま

す。

特にアパレルブランド事業の「MOMOTARO JEANS」は、高品質な国産ジーンズブランドとしてのブランド価値を

確立しており、国内のみならず海外での知名度も高く、近年の訪日観光客の増加を追い風に売上高を拡大させて

おります。

また、テキスタイルブランド事業においては、国内外のアパレルブランド各社に対して付加価値の高いデニム

生地を提供しており、安定的な収益を創出しております。

株式会社ジャパンブルーの事業領域は当社の事業・機能を補完するものであり、当社グループが日本国外に有

するテキスタイル販売網の活用や、当社のアパレルブランドとのコラボレーション企画などによってシナジー効

果が創出されることを見込んでおります。

ものづくりに強いこだわりを持ち"本物”のデニムを志向する株式会社ジャパンブルーの企業文化と当社グ

ループの「お客様第一」「品質本位」という経営理念は高い親和性を有しており、本株式取得によって当社グ

ループ全体の企業価値向上と両社のさらなる発展が実現可能であると考えおります。
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